
　池脇　緒方先生、2011年にブータン
国王夫妻が来日されて、国民総幸福度
が注目されましたね。
　緒方　はい。GNH（Gross National 
Happiness）といって、先代の国王が
30年ぐらい前にスリランカの首都コロ
ンボ（当時）で発表したのです。その
ときは、全然相手にされていなかった
のです。ところが、このご時世になっ
てきて、GNPがどんどん増大してきて、
それだけで人間は幸せなのかという見
直しがあって、特にフランスなどは、
アマルティア・セン、スティグリッツ
ら有名なノーベル経済学賞を受けたよ
うな人を集めて研究・報告したのです。
　池脇　そういう意味では、日本はま
だ高度成長期の考えですね。

　緒方　幸福などというのは、生産量
が増えればいいのだみたいな、まだそ
ういうのが残っていますけれども。
　池脇　そのころ、ブータン国王が言
っていることは、「なに言ってんだ」
ということだったのだと思いますけれ
ども。
　緒方　そういうことですね。
　池脇　この時代になって、日本人も、
そういった心の豊かさというものが大
事なのだということが、本当に素直に
実感できる時代になって、それで注目
されているということですね。
　緒方　そうですね。
　池脇　ブータンというところは非常
に小さな国で、1960年以前はいわゆる
鎖国で、それから国を開いていくとい
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うときに、国をどういうふうに持って
いくかという中で、こういったことが
議論された。
　緒方　全くの鎖国ではなく、ネパー
ルなどの隣国とは交流はあったのです
が、ただ、外国人は入国できなかった。
昔の人のレポートを読んだりすると、
１年半も待たされたとか、なかなか入
れなかったのです。
　ヒマラヤの小国とよくいわれますけ
れども、北がチベット、今中国領です
けれども、そこが13億人もいる大国で
す。それで、南がインド。北が標高
7,000m級のヒマラヤ山脈で、南が200m。
要するに、傾斜地にあるような国なの
です。そこで産業は何ができるかとい
ったら、農業人口は43％くらいですけ
れども、収穫物を外国に出すことは考
えられません。そうすると、地下水を
利用して特殊なダムをいっぱい作った
りしていますけれども、水力発電によ
る電力をもっぱらインドに売って、電
力代が自分のところの収入になってい
る。それが主な収入源です。わずか70
万弱の人口ですから、それで十分やっ
ていけるという、非常に特殊な環境な
のです。
　池脇　さて、国民総幸福度ですが、
何年か前の国民調査で97％の方が幸せ
と答えてますね。
　緒方　これも向こうに行って、日本
人のシニア海外調査隊の人に聞くと、
「幸せですか、どうですか」と聞かれ

るから、「幸せです」と言うほかはな
いでしょうと、皮肉な見方もありまし
た。ただ、ほかにあまり比べるものが
ないところで、自分自身で満足して生
きている。テレビとかラジオとかが自
由に入るようになったのは1999年、わ
ずか13年前です。ほかと比べてうらや
ましいとか、そういうものはなかった
わけです。
　池脇　今でも、一般的な先進国に比
べたら所得も低いということですし。
　緒方　低いです。とても低いです。
　池脇　その中で、100％に近い方が
幸福だと感じている。それは、国づく
りとして、どういうところを重点的に
やってきたからでしょうか。
　緒方　例えば、田舎に行っても、ど
こに行っても、英語が全部通じます。
これはすばらしい戦略です。エリート
層はすべてアメリカとかイギリスの大
学などを出て、つまりヨーロッパ・ス
タンダード、アメリカ・スタンダード
を知っているわけです。それで我が国
は、こういう小さくて、大した産業も
ないところで、何をすべきか。やはり
人材育成しかないということで、シン
ガポールのような国を目指すかどうか
しりませんけれども、僕はありうると
思っているのです。
　ただ、労働者は全部、インドから来
ている人、ネパールの人とか、そうい
う外から下請労働者を調達してきてい
る。自分たちだけが、言ってみれば管
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理層というか、そういうことが成立す
るかなという危惧もあります。ただ、
国王以下、エリート層は英語もペラペ
ラ、国民もほとんど全員がペラペラで
すけれども、そういう国づくりを目指
してやっていて、半ば成功していると
言っていいと思います。
　池脇　ブータンと日本というのはけ
っこう関係が深いと聞いたのですが。
　緒方　そうなのです。向こうには国
王がいらっしゃる。こちらは天皇一家
がいらっしゃって、たしかオバマ米大
統領が来たときの話の時間よりも、ブ
ータン国王夫妻が来たときの時間のほ
うが長かったはずですよ。それだけ王
室も、ベルギーなどもそうですけれど
も、王室同士のお付き合いというのが、
何となく芯があって、みんな納得する
ような。特に日本人というのはどこか
で権威を求めるとか、ずっと続いてい
るところをありがたがるとかいうこと
があります。特に若くて、新婚旅行に
わざわざ日本を選んだ国王に親近感を
持ったのでしょう。
　池脇　先ほど先生が言われたように、
非常に傾斜の強いところで、おそらく
農業をするにもある程度の技術が必要
だと思うのですけれども、そのあたり
に日本の農業の支援というのがあるの
でしょうか。
　緒方　そうです。京都大学の中尾佐
助さん、今、岩波現代文庫で『秘境ブ
ータン』という本が再刊されています

けれども、そのお弟子さんで西岡京治
さんという方が、向こうに20年以上い
らした。向こうで「サー」に当たるの
が「ダショー」というのですが、「ダ
ショー西岡」といって、ブータンの農
業は日本人の西岡がやったのだと、み
んな知っています。現在日本人が80人
ぐらい、JICAを中心にいますけれども、
日本はたいへんな憧れの国としてみら
れています。
　池脇　そういったことで、日本も内
閣府は、いわゆる豊かさということで、
今何かアクションを起こしているので
しょうか。
　緒方　内閣府が出したものもありま
すし、経済学者の中には罵詈讒謗でい
ろいろ文句を言っている人もいます。
ただ、そういう幸福というものを、県
民ごとの発表がいいのかわかりません
けれども、少なくとも幸福度の向上を
目指す。ということは、今まで生産一
本やりでしたが、これが増えればいい
のではないかという考えが続いてきた。
そこに大きく修正をかけるというか、
そういう働きが大事なのではないでし
ょうか。
　いったい幸せとは何だろう。特に３・
11以降は、絆とか、相当ずたずたにさ
れてきたものをもう一回見直そうと、
そういう動きになってこないと、幸せ
というのはないのではないでしょうか。
　池脇　確かに日本は自殺者が年間３
万人もいて、ストレス、しわ寄せがい
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っているという、非常にひずんだ社会
になってきましたので、ブータンとい
うのは貴重な存在であると思うのです
けれども。日本以外の国でも、ブータ
ンのそういったことが注目されている
のでしょうか。
　緒方　そうですね。ヨーロッパ各国
も、半分行き詰まっているところもあ
りますし、ブータンが特別注目されて
いるということでもないのでしょうけ
れども、幸せとは何かというのを各人、
問い詰めてというか、今の生活ぶりで
いいのかという、生活の見直しまで含
めて、ムーブメントが起きているよう
な気がします。
　池脇　健康・医療という面ではブー
タンはどうなのでしょうか。
　緒方　伝統医療もあるのです。ただ、
国が小さいものですから、それから交
通のアクセスもあまりよくありません
ので、例えば中耳炎などになったら、
現代の医学ですぐ治す方法もあると思
うのですけれども、どうしても病院が
あるところまで来るのに時間がかかっ
て治せなかったりとか、そういうとこ
ろもまだあると思います。
　医療費は全部無料です。例えば、難
病とか、がんなどはあまり治療体制は
進んでいませんけれども、治療を必要
とするときはタイやインドまで看護師
がついて行くとか、そういう意味では
ある程度はやっています。
　池脇　そういう意味で、福祉、教育

に関しては、我々が思っている以上に
手厚い国だということですね。
　緒方　手厚いといっても、規模的に
どれぐらいかわかりませんので、それ
はもちろん日本のほうが圧倒的に進ん
でいると思います。ブータンへは医師
も一緒に行ったのですけれども、伝統
医療をもうちょっとちゃんと見直すよ
うなかたちで、悪い意味での医療の近
代化の道をたどってほしくないという
のが彼の印象でした。
　それと、死生観ですが、四十九日た
ったら何かに生まれかわるということ
で、お墓も何もないのです。ストゥー
パというのは卒塔婆のことですけれど
も、ミニストゥーパといって、おにぎ
りぐらいの小さな三角形の、骨と土を
混ぜたものを、道のその辺に置いてあ
るのです。これは２～３年でみんな消
えてしまいます。要するに、土にもう
一回戻るのだと、循環していくという
考えです。
　それも僕は学ぶべきだと思います。
日本の、いってみれば葬式仏教みたい
な、やたらにそこだけ充実して、生前
のことはないがしろにされているので
はないかという、その反省もすべきだ
と思います。
　池脇　そういう価値観というのは、
人種あるいは宗教によっても多分違う
と思うのですけれども、同じアジアで
あるブータンと日本は、ヨーロッパと
ブータンとを比較するよりも、価値観
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が共有できそうな気がします。
　緒方　そうですね。日本GNH学会と
いうものをつくって、皆さんになるべ
く訴えかけて、その辺を考えましょう
と言っているところです。
　池脇　ありがとうございました。

※ ブータンの現地レポートを詳しくお知
りになりたい方は、『ブータンから考え

る沖縄の幸福』（沖縄大学地域研究所叢
書―芙蓉書房出版）をご覧ください。

※日本GNH学会は誰でも入会できます。
　お問い合わせは、
　TEL：03-3813-4466
　メール：info@js-gnh.org
　 ホームページはhttp://js-gnh.org「日
本GNH学会」―これまでの活動やニュ
ースレターが見られます。
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